
ささえ愛おおたわら助け合い事業
（大田原市生活支援体制整備事業）

第１層の進捗状況



第１回会議（R5.6.30）

 令和5年度事業計画

 講話「みんなで何とかする社会を目指して」

講師：一般社団法人えんがお 代表理事 濱野 将行 氏

 アンケート「2040問題を見据えた大田原市域の課題について」

日光市視察（R5.8.28）

参加委員9名 事務局3名

 目的
日光市の地域の居場所を見学するとともに、日光市作成の「地域

の居場所ガイドブック」に関する視察研修をし、第1層協議体で検討
している「居場所」に関する課題解決に資する。

第２回会議（R5.9.15）

 アンケート「2040問題を見据えた大田原市域の課題について」結果

 通いの場ガイドブック作成について

 イベント実施について

第１層協議体の活動について
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第３回会議（R5.10.27）

 通いの場ガイドブック作成に係るアンケート結果

 通いの場ガイドブックについて

 イベント「地域の居場所づくりセミナー」について

地域の居場所づくりセミナー ～フレイル予防は仲間作りから～開催(R5.11.10)

 会 場 那須与一伝承館

 入場者数 １０５名

 目 的

「世代を超えて地域住民がともに支え合う地域」「あらゆる住民が役割を持ち、
自分らしく活躍できるコミュニティ」の実現を目指し、地域の高齢者等が気軽に
集える「通いの場」づくりを推進する。

第４回会議（R6.2.2）

 イベント「地域の居場所づくりセミナー」でのアンケート結果について

 通いの場ガイドブックについて

 公共交通について

第１層協議体の活動について
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課題抽出のためのアンケート実施（第１回～第２回会議）

第１層協議体の活動について

アンケート要領

第１層協議体委員が日頃地域や関係機関と関わって感じた課題のうち、

市全体の課題として検討する必要があるものについて、回答を募った。

アンケート回答結果

 多種多様な課題を抽出。

 次年度から第１層協議体での検討事項に反映することとなった。
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参加委員9名 事務局3名

 目的

日光市の地域の居場所を見学するとともに、日光市作成の「地域の居
場所ガイドブック」に関する視察研修をし、第1層協議体で検討してい
る「居場所」に関する課題解決に資する。

日光市視察（R5.8.28）

第１層協議体の活動について

日光ちょきんアップ体操の様子 生活支援体制整備事業の状況
について日光市から説明

４



通いの場ガイドブックの作成

第１層協議体の活動について

 日光市視察を踏まえ、通いの場の意義や立ち上げ方とともに、介護予防
の取り組みである「与一いきいき体操」の活用も併せて促す冊子を作製。

 今後はこの冊子を活用し居場所の増加や活動内容の充実につなげていく
予定。

与一いきいき体操
大田原公式youtube
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第１部 講演会

１．演題「フレイル予防『運動』 生き活き、住み慣れた地域で」

２．演題「野菜を知って上手にとろう！」

３．実演「通いの場で楽しめる簡単にできる料理レシピ」

地域の居場所づくりセミナー(R5.11.10)
【会場：那須与一伝承館 入場者数：１０５名】

第１層協議体の活動について
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第１層協議体の活動について

第２部 地域の通いの場事例発表会

１．団体名 滝岡ふれあいサロン（親園地区）

２．団体名 上薄葉カラオケ会（野崎地区）

３．団体名 築地カフェ（川西地区）

地域の居場所づくりセミナー(R5.11.10)
【会場：那須与一伝承館 入場者数：１０５名】

７

 地域の居場所やその活動内容について、理解促進が図られた。

 居場所活動に有益な情報を提供することにより、活動の活性化につながった。

 居場所活動の主体が主役となる発表の場があることで今後の活動への活力につな
がった。



第１層生活支援コーディネーター(ＳＣ)の活動

令和５年度の活動内容

 各地区第２層協議体への参加による情報収集

 コラム「見つけましたささえ愛」の取材・掲載

 インフォーマル冊子の内容充実

 移動販売（販売場所の展開・事業者の掘り起こし）

 地域と介護事業所との顔つなぎ

 シニアカーが乗り入れ可能なスーパー等の情報集約と発信

 居場所立ち上げに関するコーディネートとマッチング

８

資源開発

・地域に不足するサービスの創出
・サービスの担い手の養成
・高齢者などが担い手として活動
する場の確保 など

ネットワーク構築

・関係者間の情報共有
・サービス提供主体間の連携の体
制づくり など

ニーズと取組のマッチング

・地域の支援ニーズとサービス提
供主体の活動のマッチング

など

生活支援コーディネーターの役割


